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私は今回の演題に関して

開示すべき利益相反はありません
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地域包括ケア
システムと救急

• 地域包括ケアシステムにおける在宅診療の
実際

• 救急入院時の状態

• 患者phaseと情報共有

• ACP（CPA時にCPRを希望するかを含む）



地域包括ケアシステムの在宅診療の実際



地域包括ケアシステムの在宅診療の実際



訪問診療を行う医療機関

在宅療養支援診療所

機能強化型在宅療養支援
診療所

非支援診療所
在宅療養支援病院

在宅療養後方支援病院
在宅療養後方

支援病院

地域包括ケアシステムの在宅診療の実際

在宅医療の最近の動向
厚労省医政局指導課 在宅推進室
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地域包括ケアシステムの在宅診療の実際



救急

救急
救急

救急

救急

救急

救急

救急

入院時の状態



平成立石病院

入院時の状態



入院時の状態
平成立石病院H30年度年齢階層別主病名ベスト10



救急

脳卒中
脳卒中 頭部外傷・

顔面外傷・
大腿骨骨折

肺炎・
脱水

脳卒中

脳卒中

TIA・脳卒中

肺炎・脱水

患者phaseと情報共有
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社会保障制度改革国民会議（Ｈ２４）山崎委員提出資料

在宅医療
地域包括

ケアシステム

入院医療

救急医療

患者phaseと情報共有



在宅療養患者の急
変時に必要な情報

• 現病歴・既往歴

• 在宅療養で行われている処置

• 処方内容

• 認知症の有無

• ACP（CPA時のCPR希望の有無を含む）

• 同居家族の有無、後見人など

このような情報を

在宅療養に係わるステークホルダーたち
は既に持っている

患者phaseと情報共有



高度急性期病院

回復期 地域包括ケア病棟

二次救急病院
急性期病院

かかりつけ医
在宅診療医

慢性期
療養型病院

老健

大学病院等

回復期リハビリテーション病棟

地域包括ケアシ
ステム

患者phaseと情報共有

電子カルテのネットワー
ク



患者phaseと情報共有

イメージ図

東京の電子カ
ルテ情報を繋

げます



患者phaseと情報共有

医療介護情報のローカルネットワーク
医療介護専用SNS



患者phaseと情報共有

HER上にACPやCPRに対する患

者本人の意思の共有がなされ
ていれば救急隊員は確認しや

すい
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地域包括ケア
システムと救急

まとめ

• 地域包括ケアシステムにおける在宅診療の実際

在宅専門の医師が増え、24時間体制で患者を診る
ようになってきている

• 救急入院時の状態

フレイルの進行による外傷と慢性疾患の再燃が多
い

• 患者のphaseと情報共有

情報を共有するICTなどが発達してきているので、
消防救急がそれに参画することも一つの方法

• ACP（CPA時にCPRを希望するかを含む）

ACPはかかりつけ医の判断なくして決定できないも
のであり、救急時にかかりつけ医の確認できるとACP
に沿ってCPR不施行の可能性
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